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自由民権運動は、1874 年の民撰議院設立の建白書に始まり、1890 年の帝国議会の開会で一応の終結を迎え
た。以降、言論の戦いは、主な舞台を議会に移した。日清戦争前までの第一議会から第六議会は、一般に初期
議会と呼ばれる。初期議会は、予算案をめぐる内閣（政府）と反政府政党（民党）との対立で紛糾し続けた。

 

 

 

 

 

○内閣と衆議院の対立 
●第１回総選挙 
＜(１)      内閣｜1888年４月～89年 12月＞ 
1889 年、(２)            公布 
…翌年の総選挙に備え、大日本帝国憲法と同時に発布された選挙法 
…選挙資格は、満(３)     歳以上・直接国税 15円以上納入の男性 
…北海道

．．．
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、(４)      が沖縄県民の
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参政権獲得運動を展開 
 
公布の一方で、(５)       首相は、政党・議会の考えに左右されずに、 
独自の立場を貫く政府（内閣）の政治姿勢(６)       を表明した。 

◇（６）…予算・法律は議会の同意なくして成立せず、この姿勢は後に挫折 

＜第１次山県有朋内閣｜1889年 12月～91年５月＞ 
1890 年、第１回(７)             
…日本最初の総選挙で、かつての自由民権運動の担い手たちが大勝 
…投票率は約 94％であったが、有権者の総数は全人口に対して 1.1％ 
…(８)     と総称される反政府政党の立憲自由党・立憲改進党が、 
議席
．．
の過半数を獲得
．．．．．．．

（政府支持政党を(９)     と総称） 
◇立憲自由党…旧自由党が再結成した政党で、1891 年に再び「自由党」と改称 
 

●第一議会｜1890年 11月～91年３月 
第１次(10)       内閣の時、第１回帝国議会（第一議会）が開かれた。 

→超然主義の立場をとる（10）内閣と民党は、予算案について次の対立をした。 
内閣：ロシアの南下に備えた主権線（国境）と利益線（朝鮮半島）の防衛

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
に、 

陸・海軍経費増強が必要 
民党：無駄な職・経費を削減する(11)       と、 

浮いた財源で地租を軽減する(12)       を主張 
⇒（10）内閣は、民党である

．．．．．
自由党の一部を買収・説得し、
．．．．．．．．．．．．．．

予算を成立させた
．．．．．．．．

。 
◇利益線…軍事上の利益（国家の安全）を指し、朝鮮半島は対ロシアの防波堤 
 

●第二議会｜1891年 11月～12月 
第１次(13)       内閣の時、第二議会が開かれた。 

→民党が軍艦建造費を含む（13）内閣の予算案に反対し、これに対して、 
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で応じて紛糾した。 
⇒妥協できない（13）内閣は、初の衆議院解散におこなった。 
◇蛮勇演説…「薩長政府と非難して予算案に反対するが、日本の安全は薩長のおかげ」 

初期議会  

図１ 予算のフローチャート 

図２ 総選挙の様子 

図３ 第１回総選挙 

図４ 山県有朋 

図５ 樺山資紀 



●第２回総選挙 
1892 年、第２回衆議院議員総選挙 
…第１次松方正義内閣の時に、日本最初の衆議院解散後に実施された総選挙 
…内相(14)        が選挙の不当な妨害(15)       をしたにも関わらず、 
民党は多くの議席を獲得して優勢（政府支持の吏党は劣勢） 

◇（15）…被選挙人に対する買収や警察動員による恐喝で、死傷者多数 
 

●第三議会｜1892年５月～６月 
第三議会は、民党による予算の反対や選挙干渉の責任追及で難航した。 

⇒責任をめぐって内閣で内部対立が生じ、第１次(16)       内閣は総辞職した。 
 

○内閣と自由党の接近 
●元勲総出の内閣 
第２次(17)       内閣は、明治維新に貢献した政治家
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」で組閣され、元勲内閣とも称された。 

 

●第四議会～第六議会 
＜第四議会｜1892年 11月～93年２月＞ 
第２次(18)       内閣は、第四議会において、次の方法で軍備の拡張に成功した。 

①1893 年、和衷協同の詔書…軍艦建造に議会も協力せよという天皇の詔書 
②民党で議席最多の政党（第一党）である自由党

．．．
に接近
．．．

 

＜第五・六議会｜1893年 11月～94年６月＞ 
立憲改進党は、かつて吏党の立場であった国民協会などと連合した。 

→連合は、条約改正の交渉を一部改正案で進める内閣を非難して、 
全面改正案での交渉を主張し、対外硬派連合と呼ばれた。 

⇒条約改正などの外交をめぐり、第五・六議会でも内閣との対立を続けた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図６ 品川弥二郎 

図７ 松方正義 

図 10 歴代内閣と外交担当者 

図９ 主な政党の推移 

図８ 伊藤博文 


